


　手引様式第２


見取図
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　備考　１　凡例に示すものについては，すべて朱書きすること。


　　　　２　消費場所を中心に保安距離境の内外の状況を正確に記載すること。


　　　　３　打揚場所，仕掛場所，点火位置（防護措置），煙火置場，焼金用コンロの位置，消防車配置箇所等を記入し，それらの相互の距離を明確にすること。


４　仕掛煙火と打揚煙火との間隔については，『煙火の消費保安基準』の「第2章煙火の消費　5.2 (8)仕掛煙火と打揚煙火との間隔 (16項)」により講ずること。








　　□･･･打揚箇所


　　×･･･点火位置　


　　◎･･･警備員の配置


　　－･･･保安距離境


　　消･･･消防車配置箇所





凡　　例








